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本文は雑誌「ｎｉｃｏ」2007年1月号を参考にしました。

この「おだいじに」では最新の歯科の話題や、皆さんが普段疑問を持たれてい
る事柄等についての情報を提供したいと思っております。こんなこと聞いてみた
いな、あれってどうなんだろう？そんなことがあればどんどんリクエストしてくだ
さい。バックナンバーも待合室にあります。

山本歯科医院　tel 0587-33-0570   fax 0587-33-0571
http://www.ne.jp/asahi/yamamoto/shikaiin/

今回の裏面の担当は岡田絵理（左）と魚住
佳世（右）です。彼女たちスタッフも一生懸
命頑張っています。

根管治療の要点（通常の初期虫歯治療とは異なります。）
　根の先に溜まった膿や感染した象牙質をキレイに取り去り、消毒をして、なかにぴったり
とふたをし、歯を抜かずに保存します。
　完全にキレイにすると、歯根の先から顎の骨に押し出されていた膿もなくなり、根の先の
炎症も治癒する。炎症で溶けた骨も再生し、治療が上手く行けば、神経の生きている歯同
様、長く使うことが出来ます。
　複雑な治療で、根の治療には時間がかかります。５～６回あるいはそれ以上の通院が必
要になることもしばしばです。

歯根が感染した 歯肉が腫れたり、
膿が出る

内部をキレイにする 再び緊密に詰める

根管治療の限界
　根管の中には形態が複雑で治療が困難なものもあります。途中で枝分かれ
している、網状に広がっている、S字に曲がっている、さらに立体的にうねるな
どです。

　また、治療器具の限界もあります。ファイルは細くてしなる金属の道具で
す。小さくS字にうねった根管の先端を掃除するには、ファイルで根管を微妙
に形成し、悪い条件を克服します。しかし、そうした形成も不可能な場合があ
り、根の再治療の成績はあまり良いとは言えません。

大切なことは定期健診
　やはり、定期健診などでチェックし、虫歯を予防しすること。そして虫歯になって
しまった場合には早期の治療をすることです。結果的に、歯の神経を保存でき、
根の治療行なうことを未然に防ぐことが出来るのです。






